
次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を

付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ

れ
を
加
え
る
。

改
正

後
改

正
前

第
３
章
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
や
自
転
車
に
乗
る
人
の
心
得

第
３
章
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
や
自
転
車
に
乗
る
人
の
心
得

第
３
節
安
全
な
通
行

第
３
節
安
全
な
通
行

１
［
略
］

１
［
同
左
］

２
走
行
上
の
注
意

２
走
行
上
の
注
意

［
略
］

［
同
左
］

［

～

略
］

［

～

同
左
］

令和年月日 火曜日 (号外第号)官 報
〇
内

閣

府
、
総

務

省
、
法

務

省
、

外

務

省
、
財

務

省
、
文
部
科
学
省
、

厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、

環

境

省
、
防

衛

省

告
示
第
二
号

所
得
税
法
施
行
令
第
二
百
十
七
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
法
人
税
法
施
行
令
第
七
十
七
条
の
四
第
二
項
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
主
務
大
臣
の
証
明
及
び
認
定
に
関
す
る
手
続
を
定
め
る
件
（
昭
和
六
十
二
年
九
月
総
理
府
、
法
務

省
、
外
務
省
、
大
蔵
省
、
文
部
省
、
厚
生
省
、
農
林
水
産
省
、
通
商
産
業
省
、
運
輸
省
、
郵
政
省
、
労
働
省
、
建
設
省
、
自
治
省
告
示
第
一
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

総
務
大
臣

林

芳
正

法
務
大
臣

平
口

洋

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

財
務
大
臣

片
山
さ
つ
き

文
部
科
学
大
臣

松
本

洋
平

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正

環
境
大
臣

石
原

宏
高

防
衛
大
臣

小
泉
進
次
郎

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

所
得
税
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
六
年
政
令
第
百
四
十
一
号
）
附
則
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
同
令
に
よ
る
改
正
前
の
所
得
税
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
九
十
六
号
）
第

二
百
十
七
条
の
二
第
三
項
及
び
法
人
税
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
六
年
政
令
第
百
四
十
二
号
）
附
則
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
同
令
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
法
人
税
法

施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
九
十
七
号
）
第
七
十
七
条
の
四
第
三
項
に
規
定
す
る
主
務
大
臣
の
認
定
に
関
す
る
手
続
に
つ
い
て
は
、
こ
の
告
示
に
よ
る
廃
止
前
の
告
示
（
以
下
「
旧
告
示
」
と
い
う
。）第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
な

お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
旧
告
示
第
三
項
中
「
所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
七
十
八
条
第
三
項
及
び
法
人
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
三
十
七
条
第
六
項
」
と
あ
る
の
は
「
所
得

税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
八
号
）
附
則
第
三
条
第
一
項
及
び
第
八
条
」
と
、「
が
所
得
税
法
施
行
令
第
二
百
十
七
条
の
二
第
三
項
及
び
法
人
税
法
施
行
令
」
と
あ
る
の
は
「
が
所
得
税
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令
（
令
和
六
年
政
令
第
百
四
十
一
号
）
附
則
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
同
令
に
よ
る
改
正
前
の
所
得
税
法
施
行
令
（
以
下
「
旧
効
力
所
得
税
法
施
行
令
」
と
い
う
。）第
二
百
十
七
条
の
二
第
三
項

及
び
法
人
税
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
六
年
政
令
第
百
四
十
二
号
）
附
則
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
同
令
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
法
人
税
法
施
行
令
（
以
下
「
旧
効
力

法
人
税
法
施
行
令
」
と
い
う
。）」
と
、「
主
務
大
臣
の
所
得
税
法
施
行
令
第
二
百
十
七
条
の
二
第
三
項
及
び
法
人
税
法
施
行
令
」
と
あ
る
の
は
「
主
務
大
臣
（
旧
効
力
所
得
税
法
施
行
令
第
二
百
十
七
条
の
二
第
三
項
及
び
旧
効
力
法
人
税
法
施

行
令
第
七
十
七
条
の
四
第
三
項
に
規
定
す
る
主
務
大
臣
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
旧
効
力
所
得
税
法
施
行
令
第
二
百
十
七
条
の
二
第
三
項
及
び
旧
効
力
法
人
税
法
施
行
令
」
と
、
旧
告
示
第
四
項
中
「
所
得
税
法
施
行
令
」
と
あ
る
の
は
「
旧

効
力
所
得
税
法
施
行
令
」
と
、「
法
人
税
法
施
行
令
」
と
あ
る
の
は
「
旧
効
力
法
人
税
法
施
行
令
」
と
、
旧
告
示
別
記
様
式
三
及
び
別
記
様
式
四
中
「所

得
税
法
施
行
令

」
と
あ
る
の
は
「旧

効
力
所
得
税
法
施
行
令

」と
、「法

人
税
法
施
行
令

」

と
あ
る
の
は
「旧

効
力
法
人
税
法
施
行
令

」
と
す
る
。

〇
国
家
公
安
委
員
会
告
示
第
九
号

道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
百
八
条
の
二
十
八
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
交
通
の
方
法
に
関
す
る
教
則
（
昭
和
五
十
三
年
国
家
公
安
委
員
会
告
示
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
た
の
で
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長

赤
間

二
郎


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